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◎ 本の紹介 

　　   『“平和主義とは何か”

　　　　  考えるヒント 17 冊』 から 2 つ！ 
① 『暴力と紛争の“集団心理”』 
　縄田健吾著 　ちとせプレス　2022 年　
　☆☆☆☆☆★  
　社会心理学という学問は、暴力や紛争
を回避する方法を明らかにしている。書
かれているとおりにやれば、戦争は起こ
らない。戦争が起こっても、すぐに収束さ
せられる。
　わかっているのに実行されないのはな
ぜか。平和実現のための課題はそんな
ところにある。
 
⑤『我らが願いは戦争』
　　チャン・ガンミョン著　小西直子訳 
　新泉社 2021年　 ☆☆☆☆☆  
　「世界中が平和を願っているのに、何
を言ってるんだ！」と、タイトルに反発す
る。だが、この世界には、戦争を願う人
や戦争になれば助かる人が存在する。
韓国で話題をさらった小説の翻訳。
――――――――――――――――

◎ 本を読まない人の読書会　 
　本を読まない人が、参加するだけで、
本を読んでみたくなります。
　準備も知識も不要。本の紹介の後は
おしゃべりです。NHK E テレの「100 分
de 名著」と違って、発言は自由です。 
・場所：スローテンポ書店
･日時：8月 27日(土)PM3:00～5:00
　　　　　　（毎月第 4 土曜日の予定）
　今回は以下の 2つを紹介します。 
・『三尺三寸箸』仏教辞典から
　　　　天国と地獄の違いとは何か・・・？
・『われらは愛と正義を否定する』
　　　　　　　横田弘 他著 

 
「本を読まない人の読書会」

へのご招待
 
前代未聞の読書会です。参加しさえ

すれば、本を読まない人も、本でも読ん
でみようかな、と変わります。
7月に第 1 回をやってみました。欲張

りすぎて、絵本を二冊と短編小説、それ
に日本国憲法前文を取り上げました。
 

朗読を聞いた後、感想を述べ合ったと
ころ、予想外の感想、意見が出ました。

絵本「大きな木」は、大きな木と少年の
成長を描いた絵本です。母親の愛情の
元で子どもが成長していく姿をうまく表
現している、とされています。それに真
っ向から反対する意見が出ました。

「母親が少年に依存していて、自分が
ない、こんな子育ては子どもにとっても
よくない」という意見に、皆が驚きました。
一般的な読書会では、本に対して批判
的な意見はまず出ません。
 

短編小説『最後に咲く花』については、
「おもしろくない。俺はハードボイルドし
か興味がない」という感想が出ました。

この読書会は、本のよさがわからない
人が対象です。この小説のどこが素晴ら
しいのかを、誰にでもわかるように話す
ことができれば、この小説の良さをわか
ってもらうチャンスでした。時間がなく不
十分でした。反省点です。
 

憲法改正の論議が進んでいます。も
し国民投票になった場合、誰もが自分
の意見を持っていなければなりません。
　それで憲法前文を本と同じように扱い、
とりあげました。ここでも予想外に自由な
発言が出ました。

「ロシアの軍事侵攻に対し、ロシアを
非難しウクライナを軍事支援することは、
憲法が言っていることに反するのではな
いか」という意見が出ました。
　さらに、「憲法前文に従うなら、日本は、
即時停戦を掲げて、仲裁に出て行くべ
きではないか」という意見も出ました。
　それに対し、「そんなことは無理だ」、
「知恵とアイデアを集めれば可能だ」と
議論は展開しましたが、ここでも時間切
れで中途半端に終わってしまいました。
 
　いろんな感想や意見が出ましたが、話 

 
し合いを深めれば、人によっていろいろ
な読み方があり、読み方によって得られ
るものが違うということがわかります。
　ネットニュースや SNSは、単純な情報
を伝えてくれるだけです。気に入れば
「いいね」をクリックするだけで、考えたり
批判することはありません。
　本は、どの角度から読むか、どこまで
深読みするかなど、読み方は自由です。
　それがわかれば、本を見直すことにつ
ながり、読み方次第で本から得られるも
のが大きいということがわかります。
　そうなれば、誰かが「この本はすごい」
と言ったとき、参加者は「どこがすごいの
だろう」と興味を抱き、話しを深めれば本
の素晴らしさが伝わっていくでしょう。
　
　スローテンポ書店では、何を言っても
かまいません。特定の立場の代弁では
なく、本人自身の意見を大切にしていま
す。
　ただ、議論に熱くなると、互いに立場
の主張に陥ることがあります。そうなって
しまえば、相手の言葉をもう少し聞いて
みようとはしないし、新しい見方、考え方
を知ることはできません。
　本を読むときも同じです。立場を決め
て本に向かえば、自分の知らない世界
や新しい考え方にありつくことはできま
せん。本を批判するのは、著者の言い
たいことを読み取った後でよいのです。
 
　前回は時間がなく、話を深められなか
ったのが残念でした。参加者も思う存分
に発言できなかったことでしょう。
　次からは、何でも言える雰囲気を保ち
つつ、話し合いの時間を十分に確保す
るために、本を 2 冊までに抑えます。
 「本を読まない人の読書会」の目標は、
たとえ受身であっても、参加しさえすれ
ば、読書の喜びがわかるようになること
です。それに加え、これまでの読書会に
はない特徴が二つあります。
　①準備も前知識もなしで参加できる。
　②なんでも自由に言える。
 
　これからも、知恵とアイデアと、試行錯
誤をくりかえすことによって、参加者が読
書の喜びに気付くきっかけを提供してい
きます。

（ブログから抜粋）　

本好きも本嫌いも集まれ！
　　本の良さを再発見する本屋 

スローテンポ書店　
　　小山駅西口 ロブレ地階　

消毒や換気などの対策をして、
                   　　通常通り営業しております。

　　　どうぞマスクをつけてご来店ください。
オープン：火～土 13 時～19 時（日月祝日休み）

 
☆ 懇 話 会  
　どなたも歓迎！　困りごとをお話しください。既定路線に
縛られることなく、課題をさぐり、解決の方法を話し合います。　
　土曜日（第 4土曜日を除く）午後 3時～5時、参加無料。 
・・・・・・････････････････････････・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

☆ 伝わる文章教室 
　文章は最も正確で直球の表現手法です。この講座は、自分を
表現する場です。読む人に、伝えたいことがきちんと伝わること
を目指します。 書店に作品集があります。 
　木曜日　午後 3時～5時。
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